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ロジカルシンキング

ねらい

「なんとなくの思いつき」や「場当たり的な対策」から脱却し、事実を基礎に、的確な仮
説と筋道の通った因果関係で考えるロジカルシンキング（論理思考）を習得します。
筋道をたてるスキル（タテ：因果関係）と構造化するスキル（ヨコ：MECE・モレなくダ
ブりなく）の2大要素を、職場で起こりがちな事例と個人ワークを通じて体感的に学びま
す。さらに、論理的に考えた内容を相手に分かりやすく伝えるロジカルコミュニケーションへ
展開し、他者に理解され、効率的に問題解決できる人材を目指します。

対象 全階層（全社員）

所要時間 3時間

担当講師

【プログラム例】

プログラム 項目 手法

１．ロジカルシンキング
基礎

・職場で起こりがちな問題（場当たり的な対
策の事例）
・ロジカルシンキングの3条件（事実・仮説
推論・因果関係）とメリット
・筋道をたてるスキル（タテ：因果関係）
・構造化するスキル（ヨコ：MECE＝漏れ
無し、ダブり無し）
・レイヤーを揃える・ピラミッド構造化
・個人ワーク「日本をMECEに分解する」

講義
個人ワーク

２．ロジカルシンキング
応用

・タテ（因果関係）とヨコ（構造化）の統
合による問題解決
・原因と対策を「もっとあるよね？」で広げる
思考法
・主張と根拠をつなげた分かりやすい伝え方
・報連相・会議での実践を想定したロジカル
な説明ワーク

講義
ワーク
ディスカッ
ション

※プログラムや項目は、貴社と打ち合わせしながら、変更してまいります。
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